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ラブバード類（コザクラインコ及びボタンインコの総
称）では感冒，下痢または食欲不振といったごく一般的
な症状を主訴として来院するケースは多くみられるが，
異常羽毛，特に色調変化を主訴とするケースは少ない．
しかしながら，羽毛の色調変化は内臓の異常を示すバロ
メーターと考えられていることから，少数例といえども
容易には看過できない［1, 2］．
羽毛に色調変化をもたらす主な要因として，栄養不
良，肝機能障害，遺伝，毛引きによる慢性羽毛障害など
の関与が示唆されている［1-3］が，赤色異常羽毛を呈
するラブバード類の臨床疫学情報はきわめて少なく，そ
の原因となる検証データはいまだ示されていないのが現
状である．このような赤色異常羽毛を発現している症例
に対して，適正な飼養管理の指導に加え，栄養補給及び
代謝機能改善を期待した各種の薬剤治療を施すと，羽色
が正常化するケースがあることは経験的に認識していた
が，その治療の科学的根拠については不明な点が多かっ
た．今回，当院を受診した赤色異常羽毛を呈するラブ
バード類を対象に，栄養補給及び代謝機能改善に対する
総合的な治療を行った．その結果，チラーヂン投与によ
る診断的治療の過程で，本病態の発現に関連すると考え
られる事象を明らかにした．さらに，病態発現の背景を

把握するため，臨床疫学情報の収集も試みたので，それ
らの概要を報告する．

材 料 及 び 方 法

検証症例： 症例は，コザクラインコ，雄，11 歳齢で，
体重は 57gであった．沈鬱，下痢，毛引き，飛翔不能，
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赤色異常羽毛を呈するコザクラインコ 1羽を，診断的治療のための検証症例として試験に供した．その結果，羽色の
改善はチラーヂン製剤の投与に依存することが確認された．次に，赤色異常羽毛を呈するラブバード類 19 羽に対して
チラーヂン製剤の投与を行った結果，全症例において羽色の改善がみられた．病態発現の背景を把握するため，全症例
から臨床疫学情報及び血液検査データを収集した．本病態の発生は肥満傾向のある中高齢の発情が強い雌に多い傾向が
あった．血液生化学検査データでは，全症例でアルカリホスファターゼ，総コレステロール及びトリグリセリドが高
値を示したが，これらは発情に起因するものと考えられた．本研究では，甲状腺の機能低下が赤色異常羽毛の発現に深
く関連していることが推察された．
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図 1　治療前の全身像（コザクラインコ）
ほぼ全身の羽毛が赤褐色の異常色を呈し，個々の
羽毛は細く脆く，粗造である．羽色の変化は頭部か
ら前胸部の全域と翼部の一部で顕著である（矢印）．
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再燃が起こりうることを理解していただき，その他の副
作用の可能性なども了承を得た上で実施した．
臨床疫学調査： 当院を受診したラブバード類の中で，
赤色異常羽毛を呈した 19 羽を対象に，発症年齢，性別，
体重，各種血液検査データ及び治療に対する反応を収
集・解析した（表 1，2）．治療内容は，全症例に対し，
肝庇護剤，ビタミン剤，アミノ酸製剤及びチラーヂン製
剤の投薬を基本に，治療期間，治療効果及び予後につい
て比較検討した，飼養管理の改善として，種子食からペ
レットへの変換，体重管理の徹底及び発情抑制の指導を
同時に行った．

成　　　　　績

検証症例： 治療を開始した数カ月後には，体重は 51g
となり，元気が出始め，飛翔は可能となり，羽色も正常
となって，一般状態も改善・安定したため，薬剤の種類
と用量を適宜減少させていった．その結果，成長中の新
生羽毛では，チラージン製剤の投与の有無に依存して，
個々の羽毛上で異常な赤色と正常な緑色の明瞭な帯状紋
様が交互に発現することが確認された（図 2）．治療開
始後，チラーヂン製剤以外の薬剤を徐々に減らしたとこ
ろ，初診後 35 カ月以降，17 歳 4 カ月齢で死亡するまで
の 42 カ月間は，他の薬剤を完全に排除したチラーヂン
製剤単味の継続投与によって，赤色異常羽毛の発現はみ
られず，羽毛の正常色が維持されることが明らかとなっ
た（図 3）．

約 2年前からの羽色の赤色変化を主訴として，当院を受
診した．来院時は，やや肥満傾向があり，ほぼ全身の羽
毛が赤褐色の異常色を呈し，個々の羽毛は細く脆く，粗
造であった（図 1）．初診時から，飼養改善として総合
栄養食であるペレットへの転換と食事制限による体重管
理などを指示し，対症療法として，肝庇護剤，ビタミン
剤，アミノ酸製剤及びチラーヂン製剤を主体に投薬を開
始した．これら治療による症状の推移を経時的に観察し
た．チラーヂン製剤（チラーヂン S散 0.01％，あすか
製薬㈱，東京）は，本剤 0.04g（レボチロキシンナトリ
ウムとして 4μg）を 1日あたり 30ccの飲水内に投与し
た．なお，チラーヂン製剤の投薬を含む一連の治療に関
して，飼い主には，チラーヂン製剤の休薬により症状の

表 1　19 症例の臨床データ

項　目 臨床データ 参照値

年　齢（発症時） 8.6 歳 
（2～15歳） ─

性　別
雄 36.8％ 

（7/19 羽） ─

雌 63.2％ 
（12/19 羽） ─

体　重

コザクラ
インコ

56.2g 
（45～64g） 45～55g＊

ボタン 
インコ

54.8g 
（49～63g） 42～50g＊

＊標準体重，学校飼育動物の診療ハンドブック［4］

表 2　投薬前後の血液検査データ

項　　目 投薬前の平均値（範囲） 投薬後の平均値（範囲） 参照値＊

ヘマトクリット値（％） 48.8（38～55） 48.0（43～56） 44～57
総白血球数（103/μl） 9.2（5.8～14.5） 13.0（5.8～24.0） 3～16
ヘテロフィル（％） 50.5（46～62） 48.5（12～72） 40～75
リンパ球（％） 46.5（28～53） 50.7（28～88） 20～55
単　球（％） 0.0（0） 0.5（0～4） 0～2
好酸球（％） 0.5（0～2） 0.0（0） 0～1
好塩基球（％） 2.5（0～10） 0.3（0～1） 0～6

総タンパク（g/dl） 3.8（2.6～6.2） 3.5（2.2～6.4） 2.4～4.6
アルブミン（g/dl） 1.0（0.9～1.2） 0.8（0.5～1.2） 0.3～0.9＊＊

アスパラギン酸アミノトランス
フェラーゼ（U/l） 357.0（123～972） 265.4（111～495） 100～360

乳酸脱水素酵素（U/l） 121.8（24～376） 80.7（18～210） 100～350
アルカリホスファターゼ（U/l） 566.6（252～1356） 594.0（228～1365） 10～90
総胆汁酸（μmol/l） 48.4（1～176.4） 59.3（15.5～146.1） 12～90
クレアチンキナーゼ（U/l） 145.8（124～159） 89.9（6～215） 52～245
尿　酸（mg/dl） 6.1（3.6～8.1） 5.8（3～9.5） 3～11
カルシウム（mg/dl） 8.7（6.6～11.4） 9.3（5.1～16.8） 9～15
総コレステロール（mg/dl） 490.8（147～1560） 240.0（120～537） 95～335
トリグリセリド（mg/dl） 103.8（63～148） 458.4（30～2565） 45～200＊＊

グルコース（mg/dl） 307.8（202～360） 295.5（252～345） 200～400

n＝19
　＊Exotic animal formular y［5］
＊＊Handbook of avian medicine［6］
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アンバランスやビタミン及びミネラルの過不足が生じや
すい．特に，食餌中のヨード不足に起因する甲状腺機能
低下症は，肥満，呼吸速迫，異常呼吸音，嘔吐，吐血な
どの症状を呈し，突然死を起こす原因として知られてお
り，さらには，換羽の遅延及び羽毛の発育遅延，羽毛の
形状や色調，構造の変化が生じることも報告されてきて
いる［1, 2, 7-10］．オウム・インコ類における食餌中の
ヨード要求量は，0.4ppm（最低量）である［11］．しか
しながら，上述した食餌内容では，ヨード摂取量はほと
んどが副食である牡蠣殻に依存することになるため，そ
の給与の有無と摂食量によっては，ヨード不足に陥りや
すい背景が日常的に潜在している可能性は否めない．
検証症例では，チラージン製剤の投与の有無に依存し
て，異常な赤色の帯状部分の消失と発現とが交互に繰り
返され，さらにチラーヂン製剤の単独投与によって羽毛
の正常色が維持された．これにより，赤色異常羽毛はチ
ラーヂン反応性の病態であることが確認できた．また，
正常色を維持するためには継続投与が必要と推察され
た．ただし，この現象は成長中の羽毛のみに反映される
ため，正常羽毛に完全に置換されるまでの期間は換羽の
時期によって異なると考えられた．なお，成績には示し
ていないが，羽色の変化が軽度で，ペレットへの転換や
体重管理などの飼養改善のみで完治する例が 19 羽中 1
羽にみられた．これは，ペレットにはリジンやメチオニ
ンといった羽質を維持する成分の他に，ヨードも含ま
れ，アミノ酸，脂質及びミネラルなどがバランスよく含
まれているためであろうと考えられた．
飼鳥の臨床現場では，成熟した雌の過発情は肥満に
よって誘発されるケースが多くみられる．また，基礎代
謝機能や脂肪分解に関与するサイロキシン不足が肥満原
因の一つとして知られている［8］．今回の調査で“赤色
異常羽毛を呈する個体は，肥満傾向のある中高齢の発情

そこで，同症状を示す症例に対し，チラーヂン製剤の
投与を試みるとともに，その病態把握のために臨床疫学
情報を収集した．
臨床疫学調査： 発症年齢は，2歳齢から 15 歳齢まで
で，平均 8.6 歳齢であった（表 1）．さらに 7 歳齢以上
の個体が全体の約 7 割を占めていた．性別では，雌の
63.2％に対し，雄は 36.8％で，本病態の発生は，雌が
雄より 1.7 倍多くみられた（表 1）．すべての雌では，
交尾動作，巣作り行動，急激な体重増加，産卵などの発
情行動が，持続的または頻繁（年に 3回以上）に認めら
れた．平均体重（実測値の範囲）は，コザクラインコが
56.2g（45～64g），ボタンインコが 54.8g（49～63g）
であり，両鳥種ともに標準体重の参照値［4］と比較し
て肥満傾向が認められた（表 1）．また，血液検査デー
タでは，投薬前後の両方またはいずれか一方で，アルカ
リフォスタファーゼ，総コレステロール及びトリグリセ
リドの 3項目が高値を示していたが，全体的には参照値
［5, 6］と比較して，大きく逸脱した値は認められず，
肝機能を示すアスパラギン酸アミノトランスフェラー
ゼ，総胆汁酸及び乳酸脱水素酵素の数値にも異常は認め
られなかった（表 2）．治療期間は，現在も投薬継続中
の個体を含め，平均 27.7 カ月であった．羽色の改善傾
向は，治療開始後 1～6 カ月以内にみられはじめ，最終
的に，全症例において赤色異常羽毛は消失した．しかし
ながら，その後，投薬の減量や中止によって，高率（11
羽中 10 羽，90.9％）に再発がみられるようになった．
投薬後の生存期間は，死亡を確認した 7症例では平均
40.4 カ月，治療を継続している 6症例では平均 23.5 カ
月であり，他の 6症例は現在来院がないため，生存期間
は不明であった．

考　　　　　察

ラブバード類の一般的な食餌内容は，従来から，主食
としての殻つき餌，副食としての青菜及び牡蠣粉であ
る．しかしながら，これらの食餌内容では，アミノ酸の
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図 2　治療中の羽毛（コザクラインコ）
チラーヂン製剤投与の有無に依存して，羽毛には
異常な赤色（休薬：濃い部分）と正常な緑色（投薬：
淡い部分）の明瞭な帯状紋様が交互に発現している．

図 3　治療中の全身像（コザクラインコ）
チラーヂン製剤単味の継続投与によって，全身の
羽毛は正常色を維持している．図では羽毛に濃淡の
ムラはなく，均一である．
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が強い雌が多かった”ことは，甲状腺機能低下が肥満を，
さらに肥満が過発情を誘発したものと推察された．以上
のことから，あくまで推測の域を出ないが，検証症例で
得られた“赤色異常羽毛がチラーヂン反応性である”と
いう事実に加えて，この疫学調査結果からも，本病態は
甲状腺機能低下に関連している可能性があると考えられ
た．血液検査の結果からは，肝機能に関連するアスパラ
ギン酸アミノトランスフェラーゼ，総胆汁酸及び乳酸脱
水素酵素には特に異常値は認められなかったが，アルカ
リフォスタファーゼ，総コレステロール，トリグリセリ
ドの 3項目が比較的高値を示していた．これら 3項目は
発情状態にある雌で高値を示すことが知られていること
から［10, 12, 13］，異常値は甲状腺機能低下にみられる
高コレステロール血症に起因するというよりは，むしろ
発情による卵形成に起因していると考えられた．甲状腺
機能低下は，遺伝的な要因で起こる場合もあるが［14］，
本病態では加齢や給餌失宜によるヨード不足や全体的な
代謝機能の累積低下に起因するものと考えられた．
近年，血液を用いた甲状腺ホルモン（T4）の測定は，

犬や猫ではごく一般的に行われているが，小型インコ類
では採取できる血液量が少ないことに加え，測定値が哺
乳類のものより大幅に低く，さらに日動変動が激しく，
半減期が短いことなどから，現状での測定方法の信頼性
は低いといわれている［1, 8, 9］．本病態の解明には T3
や T4 といった甲状腺ホルモンの測定や甲状腺刺激ホル
モン放出試験が不可欠である．今後，より精度と信頼性
の高いホルモン測定法及び試験法が鳥類において確立さ
れることが望まれる．
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Diagnostic Therapy and Epidemiological Sur vey of Abnormal Red Feathers in Lovebirds

Naoko SANADA† and Yasuyuki SANADA
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SUMMARY

A peach-faced lovebird with abnormal red feathers was used as a validated case for diagnostic therapy, and 
an improvement in the feather color was dependent on Thyradin administration.  In addition, Thyradin was 
administered to 19 lovebirds with abnormal red feathers, and the feather color improved in all cases.  To 
resolve the pathogenesis of this condition, epidemiological information and blood test data were collected for 
all the birds.  This pathological condition is common in older female birds with obesity and strong estrus.   
High values of alkaline phosphatase, total cholesterol, and triglycerides were obtained in all cases; however, 
these abnormal values may be due to estrus.  The present study findings suggest that hypothyroidism is close-
ly related to the appearance of abnormal red feathers.
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